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な扇状地性堆積物である。良好な水質の地下水は沖積層の伏流水か新第三紀層中に求めぎるを得

ない。新第三紀層からは 200-1，300m3/dとかなりばらついた採取量を示している。

全体に3 洪積層中の地下水は天然方、スや鉄分，場所によっては塩分を含むものがあり ，水量的

には豊富でも利用が困難な場合が多い。そのため，新第三紀周中の地下水を開発している場合が

多く ，今後もそう いう方向で進むものと思われる。しかし，新第三紀居中の地下水は酒養速度が

極端に遅いため，過度な地下水利用による水位低下3 それに伴う上位の不良な水質の帯水庖から

の漏水を引き起し，水質悪化をもたらす可能性もあるので，適正な範囲での利用が必要である。

また，北津軽平野では，第四紀層は泥質眉が優勢で，かつ表層に軟弱地盤も分布するので，地盤

沈下に対して同様な注意が必要で、ある。 (松岡功〉

参考文献

(1) 岩井淳一 (1970):青森県地下水調査報告書，背森県企画部

(2) 東北良政局計画部 (1982)・背森県および秋田県水文地質図集

3.仙台平野

3-1. 石巻平野

(1) 地形 ・地質

仙台平野は北上山地と阿武隈山地とを隔てる海岸平野で 2 北上川下流沿岸の石巻平野と途中 リ

アス式海岸で著名な松島湾を主!とみ，仙台市街地をのせる宮城野平野とからなる。海岸線の延長は

約 80kmで緩やかな弧を描く (1)。平野の幅は名取川付近で最も広く約 10kmほどである。石巻平

野は北から南へとやや開いた扇形状で，石巻湾に面しては東西 l幅約 15kmあり，奥行きは南北

30km余りの狭長な海岸平野である。東は北上山地の南端に当り，この付近の山地は主として中

生代ジュラ紀の粘板岩，砂岩などの堅硬な岩盤からなる。 北上川が東端で河口を開く 日和山 と平

野の中央部に島状に残る須江山， さらに西縁を画する広淵丘陵は新第三紀の磯岩，凝灰岩，泥岩

などからなっている。この丘陵を北西に越えると大崎平野に至る。海岸線は延長 20km余で，

ここに東側から，迫川，i工合川 を合せる北上川，広淵丘陵を切って大崎平野の末端余水を受ける

定)11，および鳴瀬川の 3川が関口 してい る。ま た3 東端には万石浦がある。

平野には，海岸から約 6km付近の内陸まで 4列に大別される浜堤群が発達し，いずれも海岸線

にほぼ平行し，浜堤聞には湿地が発達し泥炭地もみられる。また，北上川の流域に沿って小規模な

自然堤防が発達 しており，その他はすべて後背湿地で広大な泥炭地滞となっている (図2-2-11)。

平野下の地質は，海岸寄りの南半部がよくわかっており，東側には北上川の埋没谷が，西側に

は定川の埋没谷が認められている(図 2-2-12)。北上川の埋没谷は現河口付近で深さが海面下 90

m以上あって，内陸側へ緩い勾配で続いているとみられs 谷壁はきわめて急峻である。定川埋没

谷では，谷底勾配が前者より急であるが，谷幅は広 く， しかも埋没段丘磯層と考えられる策褐色

砂磯眉が発達 している。 これと同じ ものが万石浦において も認められている 〔図 2-2-13)。

これらの埋没谷を埋積している完新世の堆積物を含むこの地域の地質層序は表 2-2-6のように

まとめらオもてし、る。
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(注) 1. 宮城県企図開発部:石巻平野の地盤地質(3)から抜粋。

2 ロームと記紋している部分は断面図では粘土~シノレト層として表示。

(2) 地 下 水

地下水の賦存状態はこ のような地質条件を反映して， 良質な地下水が得られるのは，完新世の

地層では， 浜堤や砂丘 を椛成する砂j習である。いずれも浅井戸では大量の取水は期待できず¥ 各

戸別の飲料水に用いられる程度に過ぎない。更新世の蛇回層は地表下 50-80m 付近に分布し，

この磯屑中にやや良質な淡水が賦存しているが，上位の釜層が有機質起源のメタンガスを含み，
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かつ塩分の濃い地下水(化石塩水〕なので， これを遮断しなければならない。もっとも，現実に平
野部における深井戸の分布はきわめて少なく，それも残丘寄りにあって中生周や新第三紀層まで
掘り込んでいる。

広淵丘陵に速なる麓富丘陵北麓には良質の湧水が多く g 上水道用水源として利用 されてきた。
近年は，この丘陵の北西側あるいは瀬峯町の北側丘陵地一帯にかけて，深井戸が多数掘削され，上
水道や 1960年代の新規開田の水源として利用されている。深さは 80mから 200m まであり ，新
第三紀層の砂岩， 1線岩，集塊岩あるいは凝灰角磯岩や同質砂岩を収水層として被圧地下水を採取
している。揚水量は 100-300m3/dから 1，300m3

/d に達するものもあり ，水位降下量も 5-15 
mから40数 m に及ぶ例がある。 比湧出量;ではおおむね 15-30 m3/d/mで，平野部にあるもの
は 60-1l0 m3/d/mとなっている。
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3-2. 宮城野平野

(1) 地形・地質

宮城野平野は，狭義

に仙台平野と称される

こと がある。松島湾の

南端から宮城，福島県

第 2平東北地方の地下水 129 

境にかけ仙台湾に沿っ 1 B 

て緩やかな弧状の海岸

線を描き，その延長は

およそ 45krnで ある。

平野の最大幅は名取川 p 
、J ‘、‘、、、、

流域で約 1叩Okrnででトあ

る。また，背後地は北
とみぞ

から松島湾を含む富谷

~塩釜丘陵，仙台段丘
つきの念

群，槻木丘陵などが奥

羽脊梁山脈から派生しg

さらに阿武隈山地に連

なる相双丘陵があって，

これらの聞を出盗っ て，
ななI!た

七北田)11，名取川，阿

武隈川が流入している。

各河川 とも，現河道や

旧河道沿いに自然堤防

がよく発達しており ，

旧河道は相当複雑に交

差し，その聞には後背

湿地がみられ，一部は

泥炭地帯となっている。

海岸線にほぼ平行して

浜堤群が発達し，最大

3krnも内陸に入り込

んでいる。 4列の群が

識別 され， ここでも浜

堤間および自然堤防と

の聞は後背湿地となっ

ている(図 2-2-14)。

、6口
、70

阿武|波)Ik 凡例

-80 ""'-~， 
-70 】

口 沖積低地

図 段丘

四 丘陵 ・山地

く;40基盤等高級

-60 
ー50
、40

上部祁ー水屑
塩水アロント

--1訴而線

o 1 2 3 4km 
~一司.J..ー」

図 2-2-15 宮城野平野基盤等高線 (完新世堆積盆〉
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仙台市街地の一部は段丘上にのっているがp 段丘磯眉下の基盤岩は背後の丘陵地を構成してい

る新第三紀鮮新世の竜ノ 口層などであり ，段丘 と平野との境界は直線的で長町一利府断層とほぼ

一致する。段丘地形は仙台市周辺と相双丘陵の東側にみられ，高位のものから，青葉 山段丘，
うわまち なかまち したまち

台の原段」王3 仙台上町段丘，仙台中町段丘，仙台下町段丘 とfI乎ばれている。図 2-2-14では，簡

略化 して台の原および上町段丘を一括し，青葉山および下町段丘を省いた。 一括した前者は高度

第 2編130 

中町段丘はJ深層のみで

ある。 下町段丘は平野地下へ連続しているとみられる。

平野地下の地質は，北縁部の富谷~塩釜丘陵では，新第三紀中新世の地層であるが，以南では

鮮新世の竜の 口層の砂岩，泥岩，凝灰場などで構成されている。 これらの基盤は，更新世末期

(ウノレム氷期〉に生 じた海水準の低下により，先に述べた諸河川によって広If(eに浸食され，深い谷

地形を刻んだ。その深さは図 2-2-15に示すように各水系ごとに異なっており，とくに阿武|漫川河

口付近では11屈も広 く，-85 m以上の深度になる。そして，その後の海進に伴 って，それぞれの谷

は急速に;埋積されて現在のようになったものと考えられる。この埋積堆積物が更新世最末期およ

45-65 m および 35-50 mで，段丘暁層と これを覆う火山灰層があり，

一般には?中積層とも呼ばれている。平野地下の第四紀層の眉序区分は研

必ずしも一致したものとはなっていない。本文では長谷∞ωの区分に

び完新世の地層であり ，

究者によって差異があり，

従っている(表2-2-8)。

沖積層は，その眉相から下部，中部，上部の各層におおまかな区分がなされている (2)(4)。下部

周は砂I劇習で，扇状地堆積物の性格を有する。 したがって，扇頂部では粒径も大きく堆積物も厚

い。扇端部では小粒径で薄腐となり ，扇状地聞は凹地形を呈レ泥質となる。 中部層は，下部j冒よ

りも海側寄りに， これを覆う形でほぼ水平に堆積している。内湾性の貝化石を含む泥賀堆1貨物が
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表 2-2-7 各埋没谷における地形，地質対比

77dh 七 北田 川 〆メ口シ 取 )11 阿 武隈 川

土也 谷 底 深 度 -60m以上 70m以上 -85m以上

形的 基盤地質 竜の口層，安山岩 竜の口層 ? 

谷底勾配 3/1，000 4.5/1，000 つ
特

埋没段丘傑層 有 不明 不明
徴

50--60 m平坦商 明 瞭 明 日奈 不明

上部 砂，粘土層 10m 8m 20m 
層

上部砂層 20m 20m 22m 

中部 粘 土 層 10m 5m  30m 

厚 下音rs 砂磯層 m(上10層m余を含の粘む) 40m 30m 

現況河川 の流域面積

(長谷(2)に加筆〉

208 km2 938.9 km2 5，404.8 km2 
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主体であるが，上部では砂質になっているところも多い。上部層は上部砂，粘土層と上部砂層と

に分けられている〈表 2-2-7，8および図 2-2-16)。上部砂j習は浅海楼貝化石を多く含む中~細粒砂

で， ところによって粘土の薄層(レンズ状に尖滅〉を中位部に挟在したり，下部に薄い磯層を挟ん

でいる揚合がある。海岸線寄りで厚く ，内陸側に向かつて漸次薄くなり ，消滅する。上部砂，

粘土層はp 平野の最上部を構成するもので，浜:堤砂3 自然堤防砂3 これらの聞に発達する粘土，

泥炭の腐植質を含む低湿地性堆積物などからなる。河}11沿いには，河成礁のみられるところもあ

ヲ

9 0 

図 2-2-17でみるように，上部層の各層相とも側方への連続性はよくない。表層部では海岸線

に沿って砂質ないし砂磯質堆積物が卓越 しp 内陸部では扇状地を形成している砂1深層が広範に分

布する。流入する水系によって，全i主積相にも変化があり ，それぞれが埋没谷地形を示す。これら

の特徴を表 2-2-7に示す。

なお，七北田川埋没谷では，最大海水準の低下の過程で一日寺的停滞期に形成された平坦商(-

50~-60m) や埋没段丘磯層が認められ 14c 年代測定値から仙台中町段丘磯層に対比されている。

(2) 地下水

宮城野平野における地下水取水施設の分布 を示

したのが図 2-2-18であ る。これは3便宜的にさく

井(いわゆる，深井戸および浅井戸〉の密集地を半径

500mの大円および 200mの小円で任意に覆い，

その数を求めて井戸密度としたものである。

仙台市街地とその周辺P 多賀城市域，名取市街

地および平野南端の亘理から坂元町にかけての相

双丘陵では深井戸が大部分である。他方，平野部

の農業地帯ではほとんどが農業用の浅井戸で占め

られていて， 名取川右岸p 阿武隈川左岸， さらに

南側では浜堤上に多数設けられている。

仙台旧市街地がのっている段丘には，浅井戸や

深井戸が密集 し，浅井戸は段丘1深層中の不圧地下

水を対象として取水している。深井戸はその基盤

となっている第三紀層中の被圧地下水を取水して

いる。前者は，近年P 弁戸澗れで取水不能となっ

ているものも 多いようである。また，後者につい

ては， ピノレ用水源としての利用が 80%を占めて

いる。深さは 100m前後，中には 200m を越す

ものもある。

広瀬川 と名取川が合流するま での扇状地左右岸

には，工業用さく弁がかなりの密度で分布し， こ

こでも ，100m規模のものが多く，中には 200m 

凡例

井戸後l立
o 1-3ヵ所。4-6

⑦ 7 -10 

⑨ 11-15 

⑨ 16-20 

③ 21-30 

③ 31-40 

• 41-50 

• 51-60 

。半径 200m

o 500m 

'" ~丑 i別労

ど〉地盤沈 卜笥芯線
(mm)1974.9-75.9 

上部帯71，J習の
塩水影響範悶

図 2-2-18 宮城野平野地下水取水施設分布図
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1965 1970 1975 
に達するものもある。ほとんどの井戸が基

盤の第三紀層中にまで掘り込んでい る。こ

れとほぼ同じ規模のものが仙石線の南東側

の工業団地にみられる。 こと に， この工業

団地は軟弱地盤地帯の上にあり，深井戸に

よる被圧地下水の汲み上 げや，土木工事

G奇盛土，下水道，土地造成〉などの影響によ

って地盤沈下が発生した。地盤沈下は，こ

の苦竹地区が最も著しいが，沈下の認めら

れる範囲は図 2-2-18に示すように七北田

川を越えて多賀城市，利府町に及んでいる。

なお， このほかに，名取市街地から丘陵を

越えた南西の愛島，小豆島地区でも地盤沈

下が発生したこと がある。

先にも述べたように，段丘上にある深井

戸は 100m以深 250mのものもあって，

いずれも第三紀層鮮新世の仙台層群から取

水している。市の中央に近いある井戸では

20m程度の水位降下で取水できた量が，15 

年後に 90m近い降下を与えなければ取水

できない状態に陥っている (5)。しかも，静

水頭も当時に比べると 40m余り下がって

いる(図 2-2-19)。揚水水位はいずれも海水

準下にある。中には，静水頭さえ海水準以

下のものがあり ，過剰揚水の結果であるこ

とは明らかで、ある。ただし，1978年の資料

によると水頭は若千回復してきている。

仙台市街地をと り囲む台地 (台原段丘，

青葉山段丘などに相当する)，あるいは丘陵地

-2旦 に分布する深井戸はすべて第三紀眉から取
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水している。 深さは 150m 以上， 250 m に

逮し，比湧出量は 2-50m
3
/d/m で，旧市

内とほぼ同様の値を示している。水位降下

量も概して大き く数十m に及んでいる。

平野部， とくに標高 7-5m以下の地域では 100m 未満の深井戸が主で，おおむね 40-60m

のものが多く，被圧水頭は地表下 1-3mである。また，数 m の水位降下で、相当量;の取水が可

能で，比湧出量;は 100-600m3/d/m と幅はあるものの，段丘上や台地，丘陵部に比 して 10倍ほ

v 

図2-2-19深井戸設置年と水頭

(マ.静水頭， T:j易7.k水頭〉

(国土庁・ 深井戸台帳から作成〉
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図 2-2-20 坂元観音IIJ所水位経時変化

〈上 1981，下 1982，東北淡政局(14))
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図2-2-21 平野南部の深井戸柱状図(東北農政局(14)による〉

どの歴然とした差異がある。

平野の南端に近い相双丘陵では，現在でも自噴井がみ られ(図2-2-18)，揚水の盛んな夏期に水

頭が低下し，秋から春にかけて回復する水頭変化 を示す。 l例 を図 2-2-20に掲げた。

浜堤上に設けられている農業用浅井戸は 10m以浅で，浜堤砂中の不圧地下水を利用する もの

で，畑地かんがいに用いられている。この砂層より下位にある上部砂層中の地下水は 3 塩水化が

進んでおり，塩分濃度 200p.p.m.の範囲は図 2-2-18に示すように内陸に浸入 している。また，

阿武隈川の地下水盆では，深層の第三紀屈に化石塩水 (36，000-40，000 p.p.m)が認められ，同様に

深井戸で塩水化のため供用できなかった例が海岸寄りでいくつかみられる〈図2-2-21参照〉。

宮城野平野における歴史的な地下水利用の 1例として，名取川扇状地右岸における“せり"栽

培があ る。それは，上余田で 1620年頃に起源をもち，元来，扇端i努水を源とする静川の川底に冬

期でも脅々 と水草が繁茂していた ことか ら，野生のせりを改良して栽培した ものとされている。
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表 2-2-10 知lおよび施設園芸への地下水利用の例
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正月頃に収穫されるものとして好適な条件であったう え，都市近郊ということも永続している理

由であろう。当初は水田裏作であったが，近年は専用のせり回として約 10ha余(段盛時 15hめ

が都市化の進行した中にあって，なお命j派を保ってい る。 1965年頃から湧水量が減り，その後浅

井戸によるポンプ揚水に切り替えられ，最近では深井戸も利用されるようになった。なお，生産

額は 1億 6千万円 (1980年〉に達する (12)(13)。

また，特徴的な地下水利用としては，ハウス園芸や花き栽培におけるものがあげられる。たと

えば，名取市海岸部におけるメロン栽培や亘理町，山元町海岸部のいちご栽培への利用である。

さらに，一部では3 地下水の熱エネノレギ ーを利用する試みも行われるようになっ てきた。農業用

地下水利用に関して施設の推移ならびに畑作(施設園芸を含む〉への地下水利用の実態を表 2-2-9，

表 2-2-10に掲げた。

仙台平野における地下水利用は，地盤沈下や塩水化に対する監視を行いながら適正に推進する

ことが肝要であり， さらに都市化の進展に伴 う酒養域の減少，汚染源の増加が懸念されることか
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ら，その防止対策なども併せて検討されなければならないだろう。

〈工藤 ;告〕
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4. 秋 田 平野

(1) 地形 ・地質

秋田平野は，:J4t物川最下流部一帯に広がる低地帯で，東側の丘陵地と西側の海岸砂丘地に挟ま

れた南北に細長い地域である。

秋田平野およびその周辺の地形は， 丘陵地，海岸砂丘地および沖積低地に区分できる。

地域の東部には，標高 50-200m のかなり閲析を受けた丘陵地が広く分布している。主とし

て泥岩~シノレト岩からなる新第三紀の女川層，船川層，天徳寺層および、笹岡層などで構成されて

おり 3 これが秋田平野の基盤を形成している。丘陵地には，第四紀の潟西屈が点在する。潟西層

は淡水成で，全般的に炭質物を含み，やや炭化 した木片，校 !丞果，種子などの化石が多い (1)(2)。

岩相は砂，磯および泥で，水平な層理を示す。また 3 丘陵や河川沿いには，潟西層や新第三紀層

を切る数段の段丘が認められる。段丘堆積物は砂，磯，泥などからなり，その厚さはほとんどが

10 m 未満(1)である。

海岸砂丘地は南の本荘干11付近から北の八郎潟まで 60km以上にわたっており，秋田平野付近

では， ITlli 2-4 kmで標高はほとんどが 30m未満である。大部分が潟西周や笹岡庖からなる丘

陵を覆ったもので，砂丘砂の厚さは揚所によって相当の変化を示すが，大部分は 5m 前後(1)で


